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１ はじめに 
 

 十勝環境複合事務組合では、平成２７年度において、北海道や構成市町村の

ごみ処理基本計画との整合を図り、広域化の推進とごみ処理施設の整備等につ

いて、今後の方向性を整理するため、ごみ処理基本計画の改訂を行いました。 

 

これを受け、平成２８年度予算において、現在のくりりんセンターの施設診

断等を行い、再延命化及び施設更新の両面からの総合的な検討により、今後の

一般廃棄物中間処理施設の整備方針づくりに向けた基礎資料として整理する委

託業務を実施しました。 

 

 現くりりんセンターは平成８年１０月１日に供用開始し、運転期間が１５年

を迎える平成２３年度から施設長寿命化のための基幹的整備を含む１５年間の

長期包括委託契約を締結し、平成３７年度末までの３０年間の運転管理を予定

しています。 

 

 一般廃棄物中間処理施設の建設には、建設予定地選定・施設基本構想から国の

交付金申請に係る地域計画の策定をはじめ、設計、施工など供用開始までに長期

間を要するため、現在のくりりんセンターの長期包括的業務委託が終了する平

成３８年度以降の一般廃棄物中間処理施設のあり方として、「再延命化あるいは

施設更新を行なう」ことの方向性について、本年度の検討結果を報告するもので

す。 
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２ くりりんセンターの概要と運転管理状況 

 

 現在のくりりんセンターの概要及び運転管理状況については、次のとおりと

なっております。 

 

【くりりんセンターの概要】 

 〇供用開始  平成８年１０月１日 （２０年３ヶ月運転中） 

 〇焼却能力  ３３０ｔ／日（１１０ｔ／日×３炉） ２炉運転 

 〇焼却方式  ストーカ炉 

 〇搬入量   ７１，６７６ｔ（平成２７実績） 

 〇焼 却 量   ６６，６５２ｔ（平成２７実績） 

 〇破砕能力   ８０ｔ／５ｈ 

 〇売電電気量 １８，４６２，９００Ｋｗｈ／年（Ｈ２７実績） 

 〇運転委託  長期包括的業務委託（Ｈ２３～３７年度） 

 

 近年の構成９市町村におけるごみ搬入量及び焼却量については、リサイクル

の推進や人口減少等に伴い、緩やかながら減少傾向に推移しております。 

 

◇ごみ搬入量実績    

   （単位：ｔ） 

  可燃ごみ 不燃ごみ 合計 

平成 23 年度 61,411.93 12,127.19 73,539.12 

平成 24 年度 61,974.57 12,153.63 74,128.20 

平成 25 年度 61,876.95 12,723.22 74,600.17 

平成 26 年度 60,830.91 11,328.75 72,159.66 

平成 27 年度 60,059.60 11,616.21 71,675.81 
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運転日数 焼却量 運転日数 焼却量 運転日数 焼却量 運転日数 焼却量

（日） （ｔ） （日） （ｔ） （日） （ｔ） （日） （ｔ）

平成23年度 255 23,778.79 247 25,578.81 213 21,521.59 715 70,879.19

平成24年度 257 24,034.90 245 25,497.63 217 21,942.71 719 71,475.24

平成25年度 228 23,200.60 226 22,817.15 225 24,299.30 679 70,317.05

平成26年度 242 23,440.25 238 22,161.10 233 22,546.66 713 68,148.01

平成27年度 240 22,177.13 240 22,672.69 225 21,802.21 705 66,652.03

合計1号炉 2号炉 3号炉
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３ 検討にあたっての課題 

 

 今後の方向性を検討するにあたって、排ガスのダイオキシン類排出基準値

を既設の基準より新基準の１／１０以下にすることや、現在廃プラスチック

は燃やさないごみとして破砕し埋立処分を行っておりますが、今後は燃やす

ごみとして焼却処理し、熱回収することを想定して検討を行いました。 

 

ダイオキシン類排出基準   （単位：ng－TEQ/N ㎥） 

焼却能力 新設基準 既設基準 

４ｔ／ｈ以上 ０．１ １ 

 

 また、大気汚染防止法が改正され、水銀に関する排ガス基準値（水銀大気

排出基準 ５０μｇ/N ㎥）が設定されることとなり、焼却処理施設も規制

の対象となります。 

 現在のくりりんセンターは、排ガス処理設備としてバグフィルタ（ろ過式

集じん器）を設置していることから、排ガス中に活性炭を吹き込むための設

備を追加設置することにより、水銀対策は可能となります。 
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４ 現施設の機能診断調査結果 

 

（１） プラント設備の健全度評価 

◇ 評価基準 

プラント設備の健全度を評価するにあたり、評価基準を設定します。 

評価基準は、「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き（ごみ

焼却施設編）」に例示されている 4区分とします。 

≪健全度評価基準≫ 

健全度 状態 措置 

４ 支障なし 対処不要 

３ 軽微な劣化があるが、機能に支障なし 経過観察 

２ 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である 部分補修・部分交換 

１ 劣化が進み、機能回復が困難である 全交換 

 

◇ 健全度評価 

平成 23 年度以降、長期包括的運転維持管理業務委託事業においてプ

ラント設備の更新・補修を実施していることから健全度は良好です。 

＜焼却処理施設＞ 

設備・機器名 対象箇所数 健全度４の箇所数 健全度３の箇所数 健全度２・１ 

受入供給設備 9 箇所 6 箇所 3 箇所 ― 

燃焼設備 15 箇所 4 箇所 11 箇所 ― 
燃焼ガス冷却設備 30 箇所 9 箇所 21 箇所 ― 
排ガス処理設備 9 箇所 4 箇所 5 箇所 ― 
余熱利用設備 19 箇所 12 箇所 7 箇所 ― 
通風設備 25 箇所 2 箇所 23 箇所 ― 
灰出設備 27 箇所 11 箇所 16 箇所 ― 
給排水設備 3 箇所 1 箇所 2 箇所 ― 
排水処理設備 6 箇所 1 箇所 5 箇所 ― 
雑設備 4 箇所 2 箇所 2 箇所 ― 
ガスタービン発電設備 3 箇所 3 箇所 ― ― 
電気計装設備 19 箇所 18 箇所 1 箇所 ― 
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＜大型・不燃ごみ処理施設＞ 

設備・機器名 対象箇所数 健全度４の箇所数 健全度３の箇所数 健全度２・１ 

受入供給設備 10 箇所 7 箇所 3 箇所 ― 

破砕設備 5 箇所 3 箇所 2 箇所 ― 
搬送設備 17 箇所 17 箇所 ― ― 
選別設備 4 箇所 ― 4 箇所 ― 
貯留設備 6 箇所 ― 6 箇所 ― 
圧縮設備 9 箇所 3 箇所 6 箇所 ― 
集じん設備 5 箇所 4 箇所 1 箇所 ― 
脱臭設備 2 箇所 2 箇所 ― ― 
給排水設備 1 箇所 ― 1 箇所 ― 
雑設備 4 箇所 2 箇所 2 箇所 ― 
電気計装設備 10 箇所 10 箇所 ― ― 
 

（２） 建築コンクリートの圧縮強度と中性化深さ 

◇ コンクリートの圧縮強度 

 コア抜き取り(焼却施設１、粗大ごみ処理施設２、煙突１)後のコン

クリート圧縮強度は２５.８～３７.０N/mm2で設計基準強度２１０

kgf/cm２（２１.０N/mm2）を上回っています。 

採取位置 
      

階 
直径ｄ 高さｈ ｈ／ｄ 補正 

係数 
最大荷重 圧縮強度

(補正前） 

圧縮強度 

(補正後) 

位置 側 (mm) (mm)   (kN) (N/mm2) (N/mm2) 

粗大ごみ処理施設 内部側 B1 83.5 125.4 1.50 0.96 199 36.3 34.8 

焼却施設 内部側 1 83.4 141.3 1.69 0.98 157 28.7 28.1 

煙突 内部側 1 83.4 94.2 1.13 0.90 157 28.7 25.8 

粗大ごみ処理施設 外部側 3 83.5 126.8 1.52 0.96 211 38.5 37.0 
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◇ コンクリートの中性化深さ 

中性化深さは、１．１～３６.０mm で共用期間中には鉄筋腐食の可能性

は低いと思われます。 

 

採取位置 面 階 

経過

年数

(年) 

仕上

げ 

測定値(mm) 平均 最大 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ (mm) (mm) 

粗大ごみ処理施設 内部 B1 20 年 なし 1.0 7.0 16.5 18.5 0.0 2.5 2.0 6.8 18.5 

焼却施設 内部 1 20 年 なし 26.0 30.5 31.0 28.0 29.0 27.5 24.0 28.0 32.5 

煙突 内部 1 20 年 なし 34.0 34.5 33.5 37.5 39.5 38.0 35.0 36.0 39.5 

粗大ごみ処理施設 外部 3 20 年 塗装 0.0 0.0 0.0 2.5 1.5 1.0 2.5 1.1 3.5 
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５ 再延命化の検討 

 

長期包括的運転維持管理業務委託の事業期間は平成 37 年度までです。現

有施設延命のための基幹的整備は同委託業務において平成 23 年度～27 年

度に実施していますが、更に平成 38 年度以降も長期使用する場合の再延命

化事業を検討します。 

 

焼却処理施設に係る再延命化対策事業（基幹的設備改良事業）は、環境

省交付金事業を活用して実施することを前提に検討します。（大型・不燃ご

み処理施設に係る再延命化対策事業（基幹的設備改良事業）は、環境省交

付金事業の対象外）再延命化工事期間は、平成 38 年度～40 年度の 3年間

とします。 

 

（１）再延命化工事対象設備 

健全度評価を参考とし、長期包括的運転維持管理業務委託の受託者に平

成 37 年度までのプラント設備整備計画についてヒアリング調査した結果を

もとに、再延命化工事の対象設備を資料編 表 5-1、表 5-2 のとおり選定し

ます。 
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（２）概算工事費 

①焼却処理施設は資料編 表 5-3 より 4,874,600 千円（税抜）となり、

設備別の内訳は下図のとおりです。 

 

 

 

②大型・不燃ごみ処理施設は資料編 表 5-4 より 463,300 千円（税抜）

となり、設備別の内訳は下図のとおりです。 

 

 

受入供給設備, 172 , 3% 燃焼設備, 

38 , 1%

燃焼ガス冷却設備, 

635 , 13%

排ガス処理設

備, 94 , 2%

余熱利用設備, 

125 , 3%

通風設備, 

212 , 4%

灰出設備, 

168 , 3%

給排水設備, 

69 , 1%

排水処理設備, 

29 , 1%

雑設備, 34 , 

1%

電気計装設備, 

3,300 , 68%

焼却施設再延命化

設備別金額（百万円、税抜）

受入供給設備, 40 , 9%

破砕設備, 

16 , 3%

選別設備, 98 , 

21%

給排水設備, 

7 , 2%

電気計装設備, 

302 , 65%

大型ごみ・不燃ごみ処理施設再延命化

設備別金額（百万円、税抜）
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③建物（工場棟、管理棟）は資料編表 5-5～表 5-7 より、工場棟

2,257,100 千円、管理棟 210,400 千円となります 

 

④概算工事費のまとめ 

単位（千円/年、税抜） 

プラント 
焼却施設 4,874,600 

大型・不燃ごみ処理施設 463,300 

建築 
工場棟 2,257,100 

管理棟 210,400 

合計 7,805,400 

 

 

(３) 工事スケジュール 

焼却処理施設の炉数は 3炉で、焼却処理施設を構成する設備の多くは炉

ごとに 3系列となっています。工事期間中におけるごみ処理を考慮し、系

列を構成している設備はまとめて工事することが望ましいことから、1年

間に 1系列ずつ工事することとし、工事期間は平成 38 年度～平成 40 年度

の 3年間とします。なお、共通設備等の工事は、この期間の適切な時に実

施するものとします。 

大型・不燃ごみ処理施設の工事期間は、焼却処理施設と同じ平成 38 年度

～平成 40 年度の 3年間とします。 

 

（４） 財源内訳 

①交付金 

再延命化対策工事は、環境省「循環型社会形成推進交付金事業」を

活用して実施します。二酸化炭素削減（3%以上）に資する設備が交付

対象となり、交付率は 1/3 です。 

 

②起債 

施設更新工事に関する起債は、「一般廃棄物処理事業債」を活用して

実施するものとします。起債充当率は、交付金事業の場合 90％、単独

事業の場合 75％です。 
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再延命化概算工事費・財源内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）概算維持管理費 

①長期修繕計画 

延命化対策実施後の施設使用年数は、以下のことを踏まえ、延命

化工事完了後 10 年間（平成 50 年度まで、平成 8年 9 月 30 日～平成

51 年 3 月 31 日）を想定し、長期修繕計画を策定します。 

環境省交付金事業の交付要件の 1つとして、「築 25 年未満の施設

については、基幹的設備改良事業後 10 年以上施設を稼働すること」

となっています。平成 40 年度時点では、施設稼働後 33 年が経過し

ていますが、この交付要件を参考に、基幹的設備改良後 10 年間施設

を使用することを想定します。 

 

○焼却施設と大型・不燃ごみ処理施設の維持管理費 

 6,048,200 千円/13 年÷13 年＝465,246 千円/年 

修繕費（平成 50 年度まで施設を使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円、税抜）

焼却処理施設
大型・不燃ごみ

処理施設
合計

H38 1年目 648,300 170,300 818,600

H39 2年目 757,700 85,900 843,600

H40 3年目 663,100 118,700 781,800

H41 4年目 624,000 86,500 710,500

H42 5年目 404,800 54,100 458,900

H43 6年目 463,800 31,300 495,100

H44 7年目 367,500 65,600 433,100

H45 8年目 282,900 20,600 303,500

H46 9年目 273,400 52,400 325,800

H47 10年目 294,600 20,600 315,200

H48 11年目 166,400 56,000 222,400

H49 12年目 233,400 20,600 254,000

H50 13年目 73,300 12,400 85,700

5,253,200 795,000 6,048,200合計
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○建物（工場棟・管理棟）の維持管理費 

平成 41～50 年度の合計は 251,100 千円です。（平成 38～40 年

度の維持管理費は延命化工事に計上しており、この期間の維持

費はゼロ） 

251,100 千円÷13 年 ＝ 19,300 千円/年 

 

②人件費・運転管理費 

プラントメーカーの見積により 

焼却処理施設  486,000 千円/年 

大型・不燃ごみ処理施設  74,000 千円/年 

合計  560,000 千円/年 

 

③ 売電費 

プラントメーカー見積より 145,000 千円/年（売電価格９円/kwh） 

 

④ 概算維持管理費のまとめ 

単位（千円/年、税抜） 

人件費・運転管理費 560,000 

維持補修費 

プラント 465,246 

建築 19,300 

計 484,600 

売電費 -145,000 

合計 899,600 
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６ 施設更新の検討 

 

（１）計画目標年次の設定 

くりりんセンターの長期包括的運転維持管理業務委託事業の事業期

間は平成 37 年度（平成 38 年 3 月 31 日）までです。施設更新を行う場

合は、平成 38 年度（平成 38 年 10 月 1 日）に施設稼働とします。 

施設整備における計画目標年次は、環境省の通達「廃棄物処理施設整

備国庫補助金交付要綱の取扱について」（環廃対第 031215002 号、平成

15 年 12 月 15 日）より、施設稼働後 7年後の平成 44 年度とします。 

 

年度 ～37 38 39 40 41 42 43 44 

内容 

 

建 

設 

工 

事 

 

施 

設 

稼 

働 

 

２ 

年 

目 

 

３ 

年 

目 

 

４ 

年 

目 

 

５ 

年 

目 

 

６ 

年 

目 

 

７ 

年 

目 

 

（２）計画ごみ処理量の設定（現行の 1市 6町 2村＋清水町） 

「ごみ処理基本計画」（平成 28 年 2 月、十勝環境複合事務組合）にお

いて、平成 37 年度までのごみ排出量及びごみ処理量予測が行われてい

ます。平成 28 年度～37 年度のごみ排出量予測値とごみ処理量予測値に

基づき、予測値の減少傾向を踏まえ、現行の 1市 6町 2 村に清水町を加

えたごみ処理量の推計値は下表のとおりです。 

 

ごみ処理量の推計（現行の 1市 6町 2村＋清水町） 

 

 

 

 

（３）焼却施設 

①運転方式及び稼働日数 

連続運転式ごみ焼却施設とし、年間稼働日数は 280 日とします。 

②施設規模 

施設規模は、環境省の通達「廃棄物処理施設整備国庫補助金交付要綱

の取扱について」より算定します。 

施設規模 ＝ 年間日平均処理量÷実稼働率÷調整稼働率 
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＝ 年間日平均処理量÷（年間実稼働日数÷365日） 

÷調整稼働率 

［平成 38 年度］ (61,452t/年÷365 日/年)÷(280 日÷365 日)÷0.96  

＝ 229ｔ/日 ≒ 230ｔ/日 

［平成 44 年度］ (57,586t/年÷365 日/年)÷(280 日÷365 日)÷0.96  

＝ 214ｔ/日 ≒ 210ｔ/日 

これより、施設規模は 230ｔ/日とします。 

③炉数 

炉数は建設費、維持管理費の有利性より 2炉とします。 

（115ｔ/日×2炉） 

④処理方式の設定 

焼却処理方式は、以下の事項を勘案して現有施設と同じストーカ

式とし、灰溶融処理は設置しないものとします。 

○灰の溶融処理は、焼却処理施設整備における環境省交付金事業の

採択要件ではなくなり、生成物である溶融スラグの有効活用先が

課題として挙げられています。 

○近年の焼却処理施設の整備状況を見ると、焼却方式／ストーカ式

の採用事例が多くなっています。 

 

（４）大型・不燃ごみ処理施設 

①施設稼働日数 

施設稼働日数は年間 250 日とします。 

②施設規模 

施設規模は、年間処理量を施設稼働日数で除した算出します。 

施設規模 ＝ 年間処理量÷施設稼働日数 

［平成 38 年度］ 10,355t/年÷250 日/年 ＝ 41.4ｔ/日 ≒ 40ｔ/日 

［平成 44 年度］ 9,793t/年÷250 日/年 ＝ 39.2ｔ/日 ≒ 40ｔ/日 

これより、施設規模は 40ｔ/日とします。 

 

（５） 概算工事費（ 現行の 1市 6町 2村＋清水町） 

① 焼却処理施設、大型・不燃ごみ処理施設 

焼却処理施設の概算工事費は、プラントメーカー2 社の見積金額（現

行の 1市 6 町 2村）の平均に 0.6 乗比例に係る経験則法（建設工事価格

はプラント規模の0.6乗に比例するという経験則）に基づき算出します。 
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大型・不燃ごみ処理施設の概算工事費は現行の 1市 6町 2村対象施設

と同規模のため、見積金額の平均とします。 

 

○焼却施設概算工事費 ＝ 施設規模 220ｔ/日の概算工事費 

×（施設規模 230ｔ/日÷施設規模 220ｔ/日）0.6 

＝ 19,100,000 千円×（230ｔ/日÷220ｔ/日）0.6 

＝ 19,600,000 千円（税抜） 

○大型・不燃ごみ処理施設 4,500,000 千円、 

合計 24,100,000 千円とします。 

 

② 管理棟 

現有施設と同等規模の管理棟を整備するものとして概算工事費を算出

します。管理棟の概算工事費は 900,000 千円（税抜）とします。 

概算工事費 ＝ 延床面積 1,800ｍ2×工事費単価 500 千円/ｍ2（諸経費

込、税抜） 

＝ 900,000 千円 

③ 敷地造成 

現在と同等程度の敷地面積を想定して概算工事費を算出します。敷地

造成の概算工事費は 450,000 千円（税抜）とします。 

概算工事費 ＝ 造成面積 60,000ｍ2×盛土厚 2ｍ 

×工事費単価 3.75 千円/ｍ3（諸経費込、税抜） 

＝ 450,000 千円 

④ 外構 

現在と同等程度の外構面積を想定して概算工事費を算出します。外構

の概算工事費は 350,000 千円（税抜）とします。 

概算工事費 ＝ 外構面積 35,000ｍ2×工事費単価 10 千円/ｍ2（諸経費

込、税抜） 

＝ 350,000 千円  

 

⑤ 概算工事費まとめ 

上記をまとめた概算工事費は次表のとおりですが、あくまでも現有施

設の再延命化とのコスト比較のために現行方式と同等規模をベースと

していますので、実際の施設更新費用とは、廃棄物処理システムの改

善等により、変動します。 
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概算工事費 

 
 

（６） 財源内訳 

①交付金 

施設更新工事は、環境省「循環型社会形成推進交付金事業」を活用し

て実施するものとします。 

「循環型社会形成推進交付金交付要綱」では、焼却処理施設は「エネ

ルギー回収型廃棄物処理施設」として交付金を受けることができ、交付

率はエネルギー回収率の高いもの等に該当するものは 1/2、それ以外は

1/3 です。 

ただし、交付率 1/2 については、平成 26 年度～30 年度の 5年間の時

限措置であり、平成 30 年度末までにエネルギー回収型廃棄物処理施設

または施設整備に関する計画支援事業の交付決定を受けたものが対象

となります。施設更新の事業工程を考えた場合、この期間内に交付決定

を受けることは難しいと考えます。そこで、交付率は一律 1/3 として財

源内訳を算出します。 

大型・不燃ごみ処理施設及び管理棟は「マテリアルリサイクル推進施

設」として交付金を受けることができ、交付率は 1/3 です。 

敷地造成は交付対象外です。（エネルギー回収型廃棄物処理施設で計

上します。） 

外構は、マテリアルリサイクル推進施設は交付対象で交付率 1/3 です

が、エネルギー回収型廃棄物処理施設では交付対象外です。本検討では、

マテリアルリサイクル推進施設及びエネルギー回収型廃棄物処理施設

において、それぞれ外構工事費の 1/2 を計上します。 
 

②起債 

施設更新工事に関する起債は、「一般廃棄物処理事業債」を活用して

（単位：千円、税抜）

概算工事費

機械設備工事 11,400,000
土木建築工事 8,200,000

計 19,600,000
機械設備工事 1,600,000

土木建築工事 2,900,000
計 4,500,000

900,000
450,000
350,000

25,800,000

施設名

管理棟
敷地造成
外構

総計

焼却施設

大型・不燃ごみ処理施
設
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実施するものとします。起債充当率は、交付金事業の場合 90％、単独事

業の場合 75％です。 

財源内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）維持管理費 

①人件費 

運転人員数は焼却処理施設 34 人、大型・不燃ごみ処理施設 11 人、合

計 45 人とします。 

人件費単価を 6,000 千円/人･年と設定し、人件費は焼却処理施設

204,000 千円/年、大型・不燃ごみ処理施設 66,000 千円/年、合計 270,000

千円/年とします。 

②運転管理費 

プラントメーカー2 社の見積金額の平均に施設規模の 0.6 乗比例に係

る経験則法に基づき、189,000 千円/年とします。 
 

運転管理費 ＝ 182,000 千円/年×（270ｔ/日÷260ｔ/日）（税抜） 

＝ 189,000 千円（税抜） 
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③維持補修費 

現施設の稼働後 13 年間（平成 8 年度～平成 20 年度）の維持補修費

と、建設費に対する維持補修費の割合を工事費に乗じて、新しい施設の

維持補修費を算定します。 

3,268,000 千円/13 年÷13 年＝251,400 千円/年 

維持補修費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④売電費 

売電電力量は、プラントメーカー2 社の概略設計値を参考に、

13,600,000kWh/年とします。 

売電単価は、固定価格買取制度を活用するものとして 13 円/kWh と設

定し、売電費は 176,800 千円/年（税抜）とします。 

 

⑤ 概算維持管理費のまとめ 

 

上記をまとめた概算工事費は下表のとおりです 

単位（千円/年、税抜） 

人件費 270,000 

運転管理費 189,000 

維持補修費 251,400 

売電費 -176,800 

合計 533,600 

 

 

 

（単位：千円、税抜）

維持補修費 維持補修費

H38 7,200 H45 282,000

H39 180,800 H46 318,100

H40 204,900 H47 426,600

H41 197,600 H48 368,700

H42 204,900 H49 359,100

H43 250,600 H50 296,400

H44 171,100
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７ 施設整備に関する総合検討 

 

 国（環境省）が策定した「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き

（ごみ焼却施設編）」（以下「手引き」といいます。）では、施設稼動後１５年

を経過すると老朽化が顕著となり、点検補修範囲が拡大するとともに、点検補

修費用が増加し続けるとしています。 

平成８年１０月に供用開始した「くりりんセンター」は、平成２３年度から

平成２７年度までの５年間かけて、施設延命化に向けた基幹的改良工事を実施

し、平成３７年度（供用開始後３０年経過）までの長期包括的運転維持管理業

務によるごみ処理が安定的に行われるように取り組んでいます。 

今後の一般廃棄物中間処理施設のあり方に関する方針を定めるため、現施設

を再延命化する場合と、新たに施設を更新する場合についてライフサイクルコ

スト等について検討します。 

 

 
ライフサイクルコスト比較のイメージ 

 

施設延命化
する場合

施設更新
する場合

現施設での処理 施設延命化 施設延命化

延命化

工事

延命化

工事

H34 H38現在 施設延命化目標年

検討期間中の廃棄物処理

ランニングコスト

検討期間中の廃棄物処理

のためのランニングコスト
長期包括的運転維持管理

建設 新施設での処理

検討対象期間

H34 H38現在

現施設での処理 施設延命化

検討期間中の廃棄物処理

ランニングコスト

長期包括的運転維持管理

施設延命化目標年

検討期間中の廃棄物処理

のためのランニングコスト

延命化

工事 建設 新施設での処理

検討対象期間
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（１）ライフサイクルコストの比較 

施設の再延命化の検討では、平成３８年度～平成４０年度の３か年で再

び延命化工事を実施し、施設使用期間を平成５０年度までとしています。

また、施設更新の検討では、平成３４年度～平成３７年度に更新工事を実

施し、平成３８年度に供用開始するものとしていることから、検討対象期

間を平成３４年度～平成５０年度までの１７年間に設定し、手引きの廃棄

物処理ＬＣＣ算出例に基づき比較します。 

なお、比較にあたっては、交付金及び地方債（一般廃棄物処理事業債）

を考慮しない事業費ベースの比較、交付金及び地方債（※交付税措置）を

考慮する一般財源（実負担）ベースの比較を行います。 

※交付金（補助）事業    起債充当率９０％（交付税措置５０％） 

 交付金対象外 事業    起債充当率７５％（交付税措置３０％） 

 

○事業費ベースによる比較 

ライフサイクルコストのまとめ（事業費ベース、資料編 表 6-1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○一般財源（実負担）ベースによる比較 

             ライフサイクルコストのまとめ（実負担ベース、資料編 表 6-2 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円、税抜）

施設延命化
①

施設更新
②

5,115,500 -

- 19,113,500

9,581,300 6,699,800

14,696,800 25,813,300

現施設 0 0

新施設 - 5,225,500

14,696,800 20,587,800

計

検討期間

（平成34年度～50年度：17年間）

合計（残存価値控除後）

残存価値

施設更新費

運転維持管理費

①－② -5,891,000

廃

棄

物
処

理

Ｌ
Ｃ

Ｃ

延命化工事費

（単位：千円、税抜）

施設延命化
①

施設更新
②

3,704,300 -

- 7,203,900

9,581,300 6,699,700

13,285,600 13,903,600

現施設 0 0

新施設 - 1,967,800

13,285,600 11,935,800

検討期間

（平成34年度～50年度：17年間）

計

合計（残存価値控除後）

残存価値

廃

棄

物
処

理

Ｌ
Ｃ

Ｃ

延命化工事費

施設更新費

①－② 1,349,800

運転維持管理費



   

- 21 - 

 

 この結果、事業費ベースでは再延命化工事では 5,891,000 千円（税抜）

有利ですが、一般財源（実負担）ベースでは更新工事が 1,349,800 千円

（税抜）有利となります。 

 

（２）施設の長寿命化計画の稼動年数 

 廃棄物処理施設における設備・機器や部材は、高温多湿かつ腐食性雰囲

気等の過酷な条件に加え、連続した機械的動作により磨耗が発達しやすい

環境下で稼動することが多いことから、焼却施設は概ね２０年～２５年程

度で廃止する施設が多い状況にあります。 

 

 
 

全国のごみ焼却施設における廃止時の稼働年数と施設数 

 

 近年は、施設の長寿命化を図るための延命化工事を実施し、施設を長期

間にわたり使用しようとする事例が全国的に多くなっていますが、国が示

す手引き等により概ね３０年～３５年程度と設定されており、くりりんセ

ンターと同時期に運転を開始した施設の大半が稼動計画を３０年としてい

ます。 

 

平成２９年１月１８日から２０日にかけて釧路市で開催された、（公社）

全国都市清掃会議が主催する廃棄物実務研修会において、直近の事例研究

発表会の中で、川崎市よりごみ焼却施設の稼動年数を３０年とする整備方

針が発表されるとともに、東京二十三区清掃一部組合では、ごみ焼却施設

の長寿命化に関する調査研究の結果から、材料学的には２５年から３４年

の使用では問題は起きないが、これを更に延命化するとなると、構造や総

合機能上の劣化度が問題となるため、延命化措置等を図ったとしても３５

年程度が寿命の目安と考え、築２５年から３０年を超えたものについて計

画的に建て替えを行っているとの報告がされました。 

出典：廃棄物処理施設長寿命化総合計画

策定の手引き（ごみ焼却施設編） 
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また、（国研）国立環境研究所等からは、持続可能な廃棄物処理施設整備

事業に関する一考察等として、災害対応力の向上といった強靭性の指標や

人口減少や循環型社会の推進による廃棄物量の減少に伴うスケールデメリ

ット（稼働率低下からくる処理単価の高騰等）、進化する技術水準の確保等

の観点から、適切なタイミングで施設の更新を行い、ごみ処理広域化によ

る一般廃棄物処理システムを強化していく必要があるとのアドバイスをい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 稼働期間の設定例（環境省の手引きより引用） 

 

現施設の健全度は概ね良好ですが、全国の他施設の状況を鑑みると長期

使用は運転管理のリスクが高く、経年劣化により一層点検補修費が拡大す

ることが懸念されます。 

 くりりんセンターは、複数の構成市町村にとっては唯一の一般廃棄物中

間処理施設であり、毎日２４時間連続した運転管理を要する施設であるこ

とから、地域の住民生活や経済活動を支える重要なライフラインとして、

安全性と安定性を最も重視しながら、極力リスクを回避することが求めら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

稼働後年数

（Ｈ８年稼働）

現施設の稼働
期間

（延命化する
場合）

15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 30年目 31年目 32年目 33年目20年目 21年目 28年目27年目 29年目

稼 働 期 間

延命化して稼働する期間

延

命

化

計

画

策

定

新施設

延 命 化 工 事
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（３）まとめ 

 施設の再延命化と更新の両面から、ライフサイクルコストや施設機能等

を比較検討した結果、施設整備に関する総合評価として、ごみ処理を安全

に・安定して・持続的に行うためには、現在の長期包括的運転維持管理業

務委託が終了する平成３８年度以降は、新しい施設を整備し、新たな機能

を備えた新施設でごみ処理を行っていくことが望ましいと考えます。 

 施設整備には、一般的に基本構想から施設更新までに長期間を要するた

め、施設の整備方針をはじめ地域計画の策定など、構成市町村が連携しな

がら新施設の供用開始に向けた工程表（ロードマップ）等を整理し、計画

的な事業遂行に配慮していくことが必要となります。 

 

施設延命化と施設更新の長所・短所 

 施設延命化 施設更新 

長所 

・延命化工事費は施設更新費よりも安価であ

り、事業費ベースのライフサイクルコスト

比較において有利である。 

・現施設の健全度は概ね良好であり、現施設を

有効利用することができる。 

・施設更新の場合には交付対象範囲が広く、そ

の結果、一般財源ベースのライフサイクル

コスト比較において有利である。 

・最新の技術を適用した施設整備ができる。 

短所 

・廃棄物処理施設を 40 年を超えて長期にわた

り使用する事例はなく、ごみの安全・安定処

理を継続する上でのリスクが高まる懸念が

ある。 

・建設用地の確保や周辺住民の同意、生活環境

影響調査等が必要となり、施設稼働までに

時間と費用を要する。 
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８ 施設更新に向けた今後の取り組み 

 

 国は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条の３の規定に基づき「廃棄

物処理施設整備計画」（以下「整備計画」といいます。）を定めています。現在

の整備計画は、平成２５年度から平成２９年度までの計画期間となっており、

平成３０年度に新たな整備計画に改訂される予定となっています。施設更新に

向けては、新たな整備計画に沿って基本構想や地域計画を策定していく必要が

あります。 

 

 こうしたことから、平成３０年度以降の基本構想等の策定にあたり、その基

礎となるよう事前の調査・検討が必要となってきます。 

 平成２９年度には、次のような基礎調査等を実施し、新施設の整備に向けた

事業工程表等を整理していきます。 

 

（１）主な基礎調査等の項目 

  ① 強靭な廃棄物処理システムの確保（改善含む）と３Ｒの推進の検討 

  ② 環境保全に関する法基準（大気、騒音、振動、悪臭、水質）等の整理 

  ③ 未加入団体との調整と広域化の推進の検討 

  ④ 省エネ・創エネに配慮した焼却処理方式の検討 

  ⑤ 建設候補地の選定に係る基本事項等の整理と評価 

  ⑥ 循環型社会形成推進交付金の交付要件の整理と事業手法等の検討 

 

（２）基礎調査後に想定される主な必要業務 

  ① 施設基本構想の策定と廃棄物処理技術動向の調査 

  ② （仮称）一般廃棄物中間処理施設建設推進委員会（構成市町村）の 

設置（開催） 

  ③ ごみ処理基本計画の改訂（構成市町村、本組合）と 

災害廃棄物処理計画の策定 

  ④ 地域計画の策定と地域協議会の設置（開催） 

  ⑤ 測量調査・地質調査・生活環境影響調査 

  ⑥ 施設基本設計と都市計画決定 

  ⑦ 実施設計・建設工事と試運転・性能試験 
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表 5-1 焼却処理施設の再延命化工事対象設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 大型・不燃ごみ処理施設の再延命化工事対象設備 

 

 

 

 

 

 

工事内容

受入供給設備 粗大ごみ供給クレーン 部分更新、バケット更新

破砕設備 蛍光管破砕機 更新

選別設備 磁選機、アルミ選別機 更新

給排水設備 ポンプ 更新

受変電設備 更新

計装制御設備 更新

設備・機器名

電気計装設備

工事内容 二酸化炭素削減対策

ごみ計量機 計量システム更新 －

ごみクレーン バケット更新 省エネバケット採用

ストーカ駆動油圧装置 油圧ポンプ更新 高効率モータ採用

燃料ポンプ 更新 高効率モータ採用

ボイラ 過熱器（三次）更新 －

ボイラ給水ポンプ 更新
省エネ型ポンプ採用、
高効率モータ採用

脱気器給水ポンプ、純水移送ポ
ンプ

更新 高効率モータ採用

ＮＯｘ制御水ポンプ 更新 高効率モータ採用

バグフィルタ
スクリューコンベヤ、ス
クレーパコンベヤ更新

高効率モータ採用

有害ガス除去装置定量 供給機 更新 高効率モータ採用

有害ガス除去装置ブロワ 更新 高効率モータ採用

低圧蒸気復水器 駆動部更新 高効率モータ採用

排気復水ポンプ 更新 高効率モータ採用

誘引送風機 電動機更新 高効率モータ採用

押込送風機 更新 インバータ方式採用

二次送風機 電動機更新 高効率モータ採用

白防用送風機 電動機更新 インバータ方式採用

灰押出装置 更新 －

灰分散機 更新 高効率モータ採用

エコノマイザダストコンベヤ 更新 高効率モータ採用

灰クレーン バケット更新 省エネバケット採用

キレートポンプ、加湿水ポンプ 更新 高効率モータ採用

給排水設備 ポンプ類 更新 高効率モータ採用

排水処理設備 ポンプ、撹拌機 更新 高効率モータ採用

雑設備 計装用空気圧縮機 更新 －

特高受変電設備 更新 －

高圧受変電設備 更新 －

低圧動力設備 更新、部分更新 －

現場操作盤ほか 更新、部分更新 －

計装制御設備 部分更新 －

余熱利用設備

通風設備

灰出設備

電気計装設備

設備・機器名

受入供給設備

燃焼設備

燃焼ガス冷却設備

排ガス処理設備
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表 5-3 焼却処理施設延命化に係る概算工事費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-4 大型・不燃ごみ処理施設延命化に係る概算工事費 
 

 

 

（単位：千円、税抜）

平成38年度 平成39年度 平成40年度 合計

受入供給設備 粗大ごみ供給クレーン 39,600 - - 39,600

破砕設備 蛍光管破砕機 - 16,600 - 16,600

選別設備 磁選機、アルミ選別機 - - 98,400 98,400

給排水設備 ポンプ - - 7,000 7,000

受変電設備 - - 262,800 262,800

計装制御設備 - 38,900 - 38,900

39,600 55,500 368,200 463,300

設備・機器名

電気計装設備

合計

（単位：千円、税抜）

平成38年度 平成39年度 平成40年度 合計

ごみ計量機 61,800 - - 61,800

ごみクレーン - - 110,400 110,400

ストーカ駆動油圧装置 - 32,400 - 32,400

燃料ポンプ - - 5,500 5,500

ボイラ 104,400 104,400 104,400 313,200

ボイラ給水ポンプ - 133,200 133,200 266,400

脱気器給水ポンプ、純水移送
ポンプ

22,800 17,800 - 40,600

ＮＯｘ制御水ポンプ - - 14,400 14,400

バグフィルタ 35,600 40,000 - 75,600

有害ガス除去装置定量 供給機 - 4,300 - 4,300

有害ガス除去装置ブロワ 13,700 - - 13,700

低圧蒸気復水器 - 57,600 57,600 115,200

排気復水ポンプ - 9,600 - 9,600

誘引送風機 61,600 - 61,600

押込送風機 - 114,800 - 114,800

二次送風機 - 16,200 - 16,200

白防用送風機 - - 19,100 19,100

灰押出装置 26,300 26,300 26,300 78,900

灰分散機 10,900 10,900 10,900 32,700

エコノマイザダストコンベヤ 11,000 11,000 11,000 33,000

灰クレーン - - 20,600 20,600

キレートポンプ、加湿水ポンプ 2,400 - - 2,400

給排水設備 ポンプ類 - 34,600 34,600 69,200

排水処理設備 ポンプ、撹拌機 - - 28,800 28,800

雑設備 計装用空気圧縮機 - - 34,200 34,200

特高受変電設備 615,600 - - 615,600

高圧受変電設備 - 555,600 - 555,600

低圧動力設備 91,200 - 194,400 285,600

現場操作盤ほか - - 151,200 151,200

計装制御設備 564,000 564,000 564,000 1,692,000

1,621,300 1,732,700 1,520,600 4,874,600

電気計装設備

合計

設備・機器名

受入供給設備

燃焼設備

燃焼ガス冷却設備

排ガス処理設備

余熱利用設備

通風設備

灰出設備
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表 5-5 建物延命化に係る概算工事費（工場棟①）

 
 

 

 

H38～H40
建築外部 屋根 折板葺t0.8（ｶﾞﾌﾞﾊﾞﾘｳﾑ鋼板）ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ部ｽﾗｲﾄﾞ工法 36,000

ALC版の上、ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水（特C-1),（特C-2） 138,000
外壁 RC部：低層部　化粧型枠（ﾓｰﾙｲﾄﾞｽﾀｰTSS・9程度）ｺﾝｸﾘｰﾄの上、石目調吹付ﾀｲﾙ、一部磁器質50角ﾀｲﾙ貼 26,496

　　　高層部　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ塗装（化粧目地付） 27,648
計量棟：ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 521

塔屋 吹付ﾀｲﾙ 1,690
シャッター 32基 516,000
建具 外部・内部建具 141,360
計量棟天井 長尺折板 2,664
小計 890,379

建築内部 床 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え（ABCｾﾙﾌｺｰﾄ）樹脂系塗装 13,747
ｳﾚﾀﾝ系塗装防水t2.0 4,541
水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床防水 240
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼t2.0 14,467
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え耐酸塗床 7,715
磁器質150角タイル貼 259
ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ床ﾀｲﾙ300角貼t2.0 2,254
ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ床ﾀｲﾙ450角貼t3.0 11,160
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼t2.0 7,398
磁器質100角タイル貼 2,214
ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼t7.0 12,204
防腐剤散布こて押え（ｴﾒﾘｰZｶﾗｰ） 8,182
床ﾏｯﾄ貼t8.0 600
ﾀﾀﾐ敷（ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾀﾀﾐ）t55 103
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上押えｺﾝt100 1,829

巾木・腰 床材立上げ　H=100 398
ｿﾌﾄ巾木H=60 322
ｳﾚﾀﾝ系塗装防水 389
吹付ﾀｲﾙ 1,690
ﾀﾀﾐ寄せ 10

壁・柱型 ｳﾚﾀﾝ系防水 480
水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗防水 480
ｱｸﾘﾙ系吹付ﾀｲﾙ 7,229
ｹｲｶﾙ板t4 1,483
押出成型セメント板t60 74,408
ALC版表し 49,734
PBt12@の上VP 7,202
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt25ﾌｧｽﾅｰ押えｸﾞﾗｽｸﾛｽ 7,466
ﾀﾞｲﾉｯｸﾎﾞｰﾄﾞ 6,428
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼（準不燃2級） 1,987
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0ﾌｧｽﾅｰ押えｸﾞﾗｽｸﾛｽ 2,597
磁器質タイル貼 6,164
磁器質150角タイル貼 977
化粧石綿ｾﾒﾝﾄ板ｔ6.0 367
PBt12@の上EP 254
発泡ｳﾚﾀﾝｔ25吹付の上（ﾀﾞﾝｺｰﾄｔ4）不燃材吹付 1,001

天井 水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗防水 480
化粧PBt9c（不燃はb） 8,736
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt25ｸﾞﾗｽｸﾛｽ 216
ALC版表し 64,800
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ版ｔ4.0目透し素地 34,616
石綿吸音板t9PB9下地 28,535
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt25ﾌｧｽﾅｰ押えｸﾞﾗｽｸﾛｽ 6,761
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0ﾌｧｽﾅｰ押えｸﾞﾗｽｸﾛｽ 8,256
断熱複合板ｔ54（FP50+FB4) 834
ﾊﾞｽﾘﾌﾞ 355
折板（断熱材ﾍﾟﾌｔ4.0裏打ち）表し 8,712
発泡ｳﾚﾀﾝｔ25吹付の上不燃材吹付（ﾀﾞﾝｺｰﾄｔ4） 420

鉄骨フレーム 塗装 120,000
エレベーター 20,000
小計 560,700

修繕内容
（単位：千円、税抜）
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表 5-6 建物延命化に係る概算工事費（工場棟②） 

 
 

 

 

 

 

 

 

H38～H40
工場棟：機械設備熱源機器設備 冷凍機 32,500

熱交換器 8,500
冷却水・温水ポンプ 14,900
蒸気ヘッダー、冷温水ヘッダー 6,000
膨張タンク 7,400

温水暖房設備 ユニットヒーター 2,000
ファンコイルユニット、ファンコンベクター 22,000

　 冷温水配管、蒸気配管 60,000
冷暖房設備 パッケージ型空調機 36,300

空冷ヒートポンプエアコン 2,400
電気ヒーター 3,000
自動制御設備 53,000

空気調和機設備 外調機 20,000
ダクト、ダンパー類 3,600

換気設備 送排風機、排煙機 61,000
換気扇類 8,200
ダクト、ダンパー類 2,400

給水設備 受水槽 3,000
加圧給水ポンプユニット 2,600
補給水ポンプ 800
給水配管類 31,000

給湯設備 貯湯槽 18,200
給湯ポンプ 600
膨張タンク 1,600
電気温水器 2,400
給湯配管類 19,500

排水設備 汚水水中ポンプ 800
屋内排水配管類 15,000
浄化槽 42,000

衛生機器設備 衛生器具類 15,500
消火設備 屋内消火栓ポンプ 2,100

屋外消火栓ポンプ 2,800
消火設備器具 16,000
消火配管類 9,000

小計 526,100
工場棟：電気設備幹線設備（幹線） 腐食進行したラック関係のみ見込む 10,000

幹線設備（ラック） 腐食進行したラックのみ見込む 10,000
動力設備（分電盤） 12面 40,000
避雷針設備 棟上導体、煙突部除く 5,000
電灯設備（照明器具） 2000台（仮設含む） 100,000
電灯設備（配線器具） 500個 7,500
電灯設備（分電盤） 13面 20,000
弱電設備（交換機・電話） 8,000
弱電設備（端子盤） 15面 15,000
弱電設備（防災アンプ） 10,000
弱電設備（拡声スピーカー）一般型72台、ホーン型100台 5,000
弱電設備（テレビ共聴・アンテナ） 3,000
弱電設備（テレビ共聴・その他） 1,500
弱電設備（自火報受信機・機器収容箱） 10,000
弱電設備（自火報・感知器）600個 30,000
弱電設備（インターホン） 2,000
弱電設備（電気時計） 親1台、子16台 3,000
小計 280,000

工場棟 中計 2,257,179

修繕内容
（単位：千円、税抜）
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表 5-7 建物延命化に係る概算工事費（管理棟） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H38～H40
建築外部 屋上 ﾙｰﾌA　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　A-1の上、押えｺﾝｸﾘｰﾄ t100　歩行用化粧仕上材貼り 14,688

ポーチ A,B  300角磁器質ﾀｲﾙ貼 336
吹付ﾀｲﾙ 1,690

小計 16,714
建築内部 床 磁器質ﾀｲﾙ貼 3,715

長尺床ｼｰﾄ貼 2,698
ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ床ﾀｲﾙ貼 3,902
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼 94
ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼 6,876
麻ﾀｲﾙ貼 766
ﾀﾀﾐ敷（断熱床組下地） 216
ｾﾒﾝﾄ系塗床 82
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上 61

巾木 木製巾木（青木） 878
ﾋﾞﾆﾙ巾木 636
ｽﾃﾝﾚｽ巾木 211
ｽﾁｰﾙ巾木 125

壁 GB t 12貼（GB t 9捨貼） 702
GB t 12貼 3,365
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t　6目 透し貼 479
木製ｾﾗﾐｯｸ化粧板貼（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t 6捨貼） 1,548
断熱複合板打込 60
陶器質ﾀｲﾙ貼 1,507
磁器質ﾀｲﾙ貼 1,676
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t25貼 442
FGB t 6貼（FGB t 9捨貼） 1,087
吹付ﾀｲﾙ 1,690

天井 岩綿吸音板 t 12貼（GB t 9捨貼） 5,645
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t 9貼 2,390
ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼 324
塩ﾋﾞｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼 662
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 13
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t25貼 202
耐火ｺｰﾄ t 10吹付（ｳﾚﾀﾝ t 25下地） 173

エレベーター 10,000
小計 52,225

機械設備 冷暖房設備 空調機 3,500
ﾌｧｲﾙｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 12,300
電気ﾋｰﾀｰ 500
自動制御設備 1,500
冷温水配管 8,800

換気設備 空調換気扇、天井扇、有圧扇 5,400
ﾀﾞｸﾄ、ﾀﾞﾝﾊﾟｰ類（部分更新） 600

給水設備 給水配管 4,000
給湯設備 電気湯沸器 400

給湯配管 4,000
排水設備 屋内排水配管 6,000
衛生器具設備 衛生器具類 15,000
小計 62,000

電気設備 幹線設備（幹線） 5,000
幹線設備（ラック） 2,000
動力設備（分電盤・配電盤） 3面 5,000
電灯設備（照明器具） 600台 25,000
電灯設備（配線器具） 200個 3,000
電灯設備（分電盤） 4面 6,000
弱電設備（交換機・電話） 6,000
弱電設備（端子盤） 2面 2,000
弱電設備（防災アンプ） 　 10,000
弱電設備（拡声スピーカー） 40台 1,000
弱電設備（テレビ共聴・アンテナ） 500
弱電設備（自火報受信機・機器収容箱） 10,000
弱電設備（自火報・感知器） 70個 1,500
弱電設備（呼出・インターホン） 1,000
弱電設備（電気時計） 親1台　子7台 1,500
小計 79,500

管理棟 中計 210,439
工場棟+
管理棟

合計 2,467,618

修繕内容
（単位：千円、税抜）



   

- 31 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
6
-1
 ラ

イ
フ
サ

イ
ク
ル

コ
ス
ト

比
較
（

事
業
費

ベ
ー
ス

、
現

行
の

1
市

6
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2
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＋
清

水
町
）
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位
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、
税
抜
）
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0
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築
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表
6
-2
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サ
イ
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ル
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0

-1
45
,0
00

71
8,
50
0

71
8,
50
0

1.
94
79

36
8,
90
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

28
2,
00
0

-1
76
,8
00

56
4,
20
0

56
4,
20
0

1.
94
79

28
9,
60
0

H4
6

-
-

-
-

-
56
0,
00
0

32
5,
80
0

-1
45
,0
00

74
0,
80
0

74
0,
80
0

2.
02
58

36
5,
70
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

31
8,
10
0

-1
76
,8
00

60
0,
30
0

60
0,
30
0

2.
02
58

29
6,
30
0

H4
7

-
-

-
-

-
56
0,
00
0

52
7,
30
0

-1
45
,0
00

94
2,
30
0

94
2,
30
0

2.
10
68

44
7,
30
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

42
6,
60
0

-1
76
,8
00

70
8,
80
0

70
8,
80
0

2.
10
68

33
6,
40
0

H4
8

-
-

-
-

-
56
0,
00
0

22
5,
40
0

-1
45
,0
00

64
0,
40
0

64
0,
40
0

2.
19
11

29
2,
30
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

36
8,
70
0

-1
76
,8
00

65
0,
90
0

65
0,
90
0

2.
19
11

29
7,
10
0

H4
9

-
-

-
-

-
56
0,
00
0

27
0,
40
0

-1
45
,0
00

68
5,
40
0

68
5,
40
0

2.
27
88

30
0,
80
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

35
9,
10
0

-1
76
,8
00

64
1,
30
0

64
1,
30
0

2.
27
88

28
1,
40
0

H5
0

-
-

-
-

-
56
0,
00
0

85
,7
00

-1
45
,0
00

50
0,
70
0

50
0,
70
0

2.
36
99

21
1,
30
0

-
-

-
-

-
45
9,
00
0

29
6,
40
0

-1
76
,8
00

57
8,
60
0

57
8,
60
0

2.
36
99

24
4,
10
0

合
計

3,
33
4,
40
0

35
9,
20
0

1,
94
9,
40
0

5,
64
3,
00
0

4,
08
5,
20
0

7,
28
0,
00
0

6,
29
9,
30
0

-1
,8
85
,0
00

15
,7
79
,5
00

21
,4
22
,5
00

-
13
,2
85
,6
00

7,
18
6,
70
0

1,
65
0,
00
0

87
8,
70
0

9,
71
5,
40
0

4,
08
5,
20
0

5,
96
7,
00
0

3,
26
8,
00
0

-2
,2
98
,4
00

11
,0
21
,8
00

20
,7
37
,2
00

-
13
,9
03
,6
00

※
起
債
に
係
る
交
付
税
措
置
は
起
債
借
入
と
同
一
年
度
と
し
て
計
算

施
設
の
残
存
価
値

0
施
設
の
残
存
価
値

1,
96
7,
80
0

残
存
価
値
の
控
除

13
,2
85
,6
00

残
存
価
値
の
控
除

11
,9
35
,8
00

人
件

費
・
運

転
管

理
費

維
持

補
修

費
売

電
費

計
焼

却
処

理
施

設

大
型

・
不

燃
ご

み
処

理
施

設

計
焼

却
処

理
施

設

大
型

・
不

燃
ご

み
処

理
施

設

管
理

棟
敷

地
造

成
外

構
計

計
長

期
包

括
的

運
転

維
持

管
理

人
件

費
・
運

転
管

理
費

維
持

補
修

費
売

電
費

施
設

延
命

化
施

設
更

新

延
命

化
工

事
費

運
転

維
持

管
理

費

合
計

割
引

係
数

合
計

※
社

会
的

　
割

引
率

　
考

慮
後

更
新

工
事

費
運

転
維

持
管

理
費

長
期

包
括

的
運

転
維

持
管

理

合
計

割
引

係
数

合
計

※
社

会
的

　
割

引
率

　
考

慮
後

プ
ラ

ン
ト
設

備

土
木

建
築
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